
ᵏ8 季刊誌 オレンジ vol.22季刊誌 オレンジ vol.22 下関リハビリテーション病院 下関リハビリテーション病院

季
刊

誌
 オ

レ
ン

ジ
 v

o
l.2

2
ẅ

ẅ
˖

ဒ
ႆ

ᘍ
὾

下
関

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

ẅ
࠼

إ
ۀ

Ճ
˟

ᶆᶒᶒᶎᶑᵘᵍ
ᵍ
ᶕ

ᶕ
ᶕ

.ᶑᶆᶇᶋ
o
ᶐᶃ

ᶆᵿ.ᶈᶎ

vol.22
2019.1
Winter

下関リハビリテーション病院

人と人、心と心。いつもବのᨗだまりでありたい。

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l
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手には技術、頭には知識、患者様には愛を手には技術、頭には知識、患者様には愛を

基本理念
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向かって下段左から →
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松岡 久子

看護師長
西口 紀子

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます
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医療ソーシャルワーカー 係長
 中板 留美

医療ソーシャルワーカー 副主任
山本 愛美

医療ソーシャルワーカー 副主任
上野 純子

医療ソーシャルワーカー
竹田 佳代

医療ソーシャルワーカー
重住 千聖

医療ソーシャルワーカー
恩塚 智光

医療ソーシャルワーカー 副主任
島崎 昇平

患者さんのࠎஓにඝえるよう

にǽーシȣȫȯーǫーとᡲઃ

を図り退院支援していきます

安心して自宅退院できるよう

ǵポートしていきます。

どんなことにもڈڤ心をもって

ਪ৆していきたいです

患者や家族が安心して退院でき

るよう関わっていきたいです。

Ǭȃツ・スȔーȉ・ȑȯー ��

報恩ᜓࣈ

みんなでᇰ᫊あƾれる毎日に

患者様に݃りชえる医療ǽー

シȣȫȯーǫーを目指したい

と思います。

「手には২ᘐ ᪽には知ᜤ 患者様には

ग़を」のؕஜ理ࣞのもと、患者様・

ご家族に安心して入院して頂けるよ

う対応していきます。

患者様・ご家族様が安心して

᠃院できるよう説明・ऴ報収

ᨼをᘍう

のႏ様に̮᫂して؏ע

頂ける様、ѐ力して参

ります。

日々を大切にし、患者様・ご家族様

とჇઋに向き合っていきます。

朝日（撮影者：看護部  森岡 梨絵）
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新年のご挨拶

本年もよろしくお願い申し上げます

　新年、明けましておめでとうござ

います。旧年中は大変お世話になり

ました。年初にあたり、皆様方のご

支援とご指導に対しまして、深く感

謝申し上げます。

　高齢・少子化社会を迎え、医療環境・

医療行政は混沌としています。しか

し、地域の皆様の医療に対する期待

は「質が高く、より良い医療、安心

できる医療」であり、永遠に変わる

ことはありません。地域の皆様の期

待と信頼に応えることを第一に念頭

に置き、将来を見据えた診療計画を

総合的に検討・立案し、一つ一つ実

現していくことが、我々に課せられ

た責務だと確信しています。

　本年も、我々職員一同は、当院の

基本理念「手には技術、頭には知識、

患者様には愛を」、そして、基本方針

「質の高い医療、チーム医療、地域医

療」のもとに「地域密着医療」の実

現を目指して努力する所存でいます。

　本年も何卒宜しくお願い申し上げ

ます。

　明けましておめでとうございます。

今年は、昭和 49 年 4 月 1 日カマチ

医院として開院以来 45 周年を迎えま

す。前半 25 年は「断らない医療」を

モットーに救急病院として、後半の

20 年はリハビリテーションに特化し

た病院として地域に貢献して参りま

した。

　昨年 12 月、医療の質向上のため、

病院機能評価を受審し、マニュアル

の整備など一からの見直しを行いま

した。大変でしたが、職員が一丸と

なって同じ方向に向かって行動する

喜びが感じられ、有意義な時間を持

つことができました。

　患者様が安心して医療を受けるこ

とができ、職員が働きやすく、また働

きがいをもつことができ、地域に信

頼される病院をめざして、今年は「猪

突猛進」で突き進みたいと思います。

院長　林　研二

副院長 兼 連携室室長　林 きよみ



家族教室

『認知症（種類と対応の仕方について） 』

参加者の

・認知症ということが分かっていなかったので参考になりました。

・認知症の病状が少しわかったように思います。

・少しでも分かり合えるようになりたいと思います。

・認知症には、いろいろな種類があることが分かりました。

・分かり易かった。でも、家族がどのタイプの認知症か見極める

 のは自分では難しいと思った。

声

11/10
開催

　11 月 10 日に「認知症」をテー

マに家族教室を開催しました。入院

患者様のご家族にも多く参加してい

ただきました。認知症有病者は、

「2025 年問題」と言われる平成

37 年には、約 700 万人 (65 歳の

高齢者の 5 人に 1 人が認知症を呈

す数)にのぼると推計されています。

認知症を患うご家族の方を、在宅で

ケアしていく機会も増えてくると思

われます。認知症とは、認知機能の

低下によって、自身が置

かれている状況に上手く

折り合いをつけられなく

なる状態を指します。今

回は、認知症の患者様が

どういった不安や混乱の

中で生活しているかが理

解できるような内容も盛り込みまし

た。認知症の「人」を正しく理解し、

日々のケアに当たり、またそれをご

家族の方にも伝達していくことの大

切さをあらためて実感することがで

きました。

今年度の家族教室は全て終了しました。

次回は、2019 年 4 月～ 11 月に毎月開催する予定です。

リハビリテーション科

作業療法室

副主任　仲村 康樹

心臓のお話し

　心臓は横紋筋で構成されていま

すが、自律神経に支配されており、

自分の意思で動きを速くしたり遅

くしたり、ましてや止めることは

できません。脈拍数は正常範囲で

は 60 ～ 100 ／分であり、脈拍数

70 ／分で 80 歳まで生きるとする

と、1 日 約 10 万 回、1 年 で

3,700 万回、一生では約 30 億回、

休みなく動き続けることになりま

す。

　重 さ は、脳（1,300g）、肝 臓

（1,200g）、肺（1,000g）に次い

で 4 番目で 200 ～ 300g くらい

で す。1 回 収 縮 す る と 60 ～

90ml の血液を体に

送り出すことがで

き ま す（１ 回 拍 出

量）。安 静 時 に、1

回収縮したときに

70ml の血液を送り

出 す と す る と、脈

拍 数 が 70 ／ 分 で

あ れ ば、１ 分 間 で

約５ L（心拍出量＝

1 回拍出量 × 心拍数）、1 日で約

10 トンの血液を体に送り出しま

す。運動時には心拍数が安静時の

2 ～ 3 倍（140 ～ 210 ／分）に

なるため、心拍出量は安静時の 4

～ 5 倍に増加し、20 ～ 25L ／分

になります。スポーツ選手におい

ては、心拍出量は約 40L に達しま

す。すごい能力です。

医師　林 研二

　今回、言葉と飲み込みの障害につ

いてお話しさせて頂きました。

　ご家族様や他職種の方が理解しや

すいように伝えるということが難し

かったです。しかし、ご家族様から

ご質問も頂き、退院後の不安なこと

や対応の仕方などどのような疑問を

持たれているのかを知ることができ

ました。

　今後、患者様やご家族様へ症状等

の説明をする際に参考にできたら良

『言語聴覚療法（言葉・飲み込みの障害について）』

いと思いました。貴重な機会を頂き

まして有難うございました。

リハビリテーション科

言語聴覚士　東 由美

10/13
開催

病気や事故、加齢などで「話す」「聞く」「食べる」こ

とが不自由になることがあります。こうした、コミュ

ニケーションや飲み込みに問題がある方々の社会復帰

をお手伝いし、その方らしい生活ができるように支援

するのが私達、言語聴覚士の仕事です。

◆言語聴覚士の仕事◆

言語障害

嚥下障害

上手く話せない

話が理解できない

文字が読めない

上手に噛めない

上手く飲み込めない上手く飲み込めない

（1）心臓の能力

（2）心拍数と寿命

　哺乳動物の心拍数と寿命の間に

は興味深い関係があります。一般

に、大型動物は小型動物に比べて

心拍数が少なく、寿命が長い傾向

があります。図の A より、縦軸を

対数表示すると、ヒトを除いて、

平均寿命と心拍数には直線関係が

あり、心拍数が遅い動物ほど寿命

が長いことがわかります。例えば、

心拍数 500 ／分以上のマウスの寿

命は約 2 年ですが、心拍数 15 ～

20 ／分のクジラの寿命は 30 ～

32 年です。このグラフではヒトの

寿命は大きく右に偏移しています。

ヒトは、近代化した社会の中で、

医療や健康管理の恩恵を受けてお

り、厳しい自然の中で暮らす野生

動物との違いだと考えられます。

　図の B は哺乳動物の生涯心拍数

と寿命の関係を示したグラフです。

大型動物と小型動物の心拍数は大

きく異なりますが、一生の間に心

臓が拍動する総数をみますと、そ

れらは 7.3±5.6×108 付近に分

布しており、哺乳動物の寿命は心

臓が約 7 億回前後拍動するように

決められているように感じられま

す。

　ヒトの心拍数と寿命についても、

哺乳動物に認められるような関係

が成立するのでしょうか。このこ

とに関しては、数多くの報告があ

ります。

◆次回は「脳のお話し」です
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自宅で出ஹるቇҥ体દ

立ƪ上がり運動がјௐႎᲛすƙに休めて᠃͂のүᨖも低いᲛ

立ƪ上がり動作に̅う主な筋Ꮉ ˴回やればいいのᲹ

回復஖ǻラȔストマȍジȣー研̲を終えて

　回復஖リハビリテーションң会が主

催する、回復஖ǻラȔストマȍジȣー

研̲に参加させて頂きました。今回が

9 ஖目で、これまでに約 900 Ӹが受

ᜒしています。

　研̲は 6 日間 ×3 クーȫ、18 日

間にӏƼ、リハビリテーションのഭӪ

から病౐マȍジȡント、Ӳ၌患のಒᛯ

までࠢ࠼い内容について深くܖƿこと

が出ஹました。ᜒ師をѦめるのは、日

ஜのリハビリテーションのέᬝ者とし

て活៫されてきた方々や、回復஖のྵ

。で活៫されている方ばかりでしたئ

知ᜤをܖƿだけではなくリハビリテー

ションに対しての༏い思いを聞くこと

が出ஹ、参加者一ӷИ心に৏る気持ƪ

でᜒ፯を受けました。

　இ終日には認定ᚾ᬴がありました

が、参加者全Ճ໯事合఍することが出

ஹました。今回の研̲でܖばせて頂い

たことを活かし、より質の高いリハビ

リテーション医療を੩̓できるようѐ

めていきたいと思います。

入院患者ӏƼその家族に対する質の高いリハビリテーショ

ンǵービスの੩̓は当然のこと、人ႎ・࿢ؾႎリスクに関するリ

スク管理ӏƼ多職種とのң΁、さらに病౐運փに݃ɨしኵጢ管理

を実ោできる回復஖リハビリテーション病౐におけるǻラȔスト

マȍジȣーとしての᳊᳎・᳉᳎・᳍᳎をᏋ成すること。

目ႎ

一般社団法人

Kaifukuki Rehabilitation Ward Association
回復期リハビリテーション病棟協会

平成 30 年度 ǻラȔストマȍジȣーコース

これから݊くなるのでٳには出たくない・・・と

思われている方も多いと思いますが、自宅で出ஹ

て安全な運動をごኰʼします。

Ꮡ中を˦ばしᐐは 90 度以上

୺ƛましょう

立ƪ上がったらᏑ中と

おހをを意ᜤしてまっ

すƙのۋѬを心がけま

しょう

おᠴΒをするように重心を

前に移動させます

つまέに力を入れてᐐを

Ǐっくり˦ばします

この時にɲ手を

ᐐについてもか

まいません

立ƪ上がりに࣏ᙲな筋Ꮉ

はß৴重力筋àとԠばれ

るۋѬを̬つ筋Ꮉが多く

̅われています。

高齢になるとᏑ中やᐐが

୺がるのはこれらの筋力

が低下するためです。

立ƪ上がり運動は筋力ዜ

持だけでなく、όᏑ予᧸

やȐランス・ۋѬもોծ

できます。

その人の生活や体力によるもので

明ᄩな数字はありませんが、まƣ

は 50 回ᘍってみましょう。

໯理でなければ、100 回・200

回と増やしてみてはいかがでしょ

うか。

立ƪ上がりだけではなく定஖ႎな運動（運動

፼ॹ）は、生活፼ॹ予᧸や認知症予᧸にもј

ௐがあると言われています。

みなさんもどんどん運動して健康に

なりましょうᲛ

ጮりᡉします

Ꮸ௵ឪ立筋

Ꮡ筋࠼

・・・ ৴重力筋

大ᐞ筋

ᐃ直筋

ᐂ᏿筋

大ᐅ᪽ׄ筋

下ᐅɤ᪽筋

その他の筋Ꮉ、

・ጐ߻筋

・前ᫀᭌ筋

・ハȠストリングス

も̅います。

みなさんもどんどん運動して健康に
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　10 月 15 日からの 5 ජ 7 日で、

҅഑のȇンマークに研̲にᘍかせて頂

き、医療С度やリハビリのྵ状をܖん

できました。

　ȇンマークはෞᝲᆋ 25Ჟ、৑ࢽᆋ

55Ჟ、自動៻ទ入時のᆋ᣿ 280Ჟな

ど、日ஜと比᠋しても᩼常にᆋ᣿の高

い׎です。しかしそのӒ᩿で、׎から

の支援に対して「生まれた時からئـ

まで」という言葉もあるように、社会

̬障С度がΪ実しており、医療ᝲや教

Ꮛᝲはؕஜႎには໯૰ということでし

た。

　リハビリに関しては、患者様のᙲஓ

にؕƮいて目೅を明ᄩにして関わるᢿ

分は日ஜとӷじですが、̾Кでのリハ

ビリよりもᨼׇでのリハビリや自主ト

Ȭーニングを中心として関わることが

多いようでした。そもそもの׎の医療

С度が違うためにҥኝに日ஜと比᠋す

ることは׉難ですが、ß患者様のため

にàという医療ࢼ事者の思いは一ደで

あることをࢍく感じました。

　今回の経᬴を、入院患者様に少しで

もᢩΨできるように、今後୼にѐ力し

ていきたいと思えるようなእ୑らしい

研̲となりました。

Ȩーȭȃȑ研̲に参加して

リハビリテーション科

理ܖ療法室

主任　҅野 貴士

リハビリテーション科

理ܖ療法室

主任　᭘ங ᨺ作

リハビリテーション科

ᛢ長代ᘍ　小ඕ 一ࢠ

多職種のスタȃフがȁーȠをኵんで自

宅復帰を目指す回復஖リハ病౐におい

ては、病౐におけるマȍジȡントは重

ᙲなᛢ題です。このᛢ題解決に向けて、

病౐マȍジȡントにもǻラȔストがᆢ

極ႎに関わるべきであると考えます。
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下関リハビリテーション病院

人と人、心と心。いつも春の陽だまりでありたい。

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l

ンレレオオ ジ
季刊誌

手には技術、頭には知識、患者様には愛を手には技術、頭には知識、患者様には愛を

基本理念

C O N T E N T S

下関リハビリテーション病院
一般社団法人 巨樹の会

医療連携室より医療連携室より

下関リハビリテーション病院

一般社団法人 巨樹の会

〒750-0064　山口県下関市今浦町９番６号
TEL :083-232-5811
FAX:083-232-0219
URL:http://www.shimoreha.jp
Mai l :info@shimoreha.jp

アクセス方法

●JR 下関駅より徒歩５分

●サンデン交通竹崎バス停より徒歩１分

ポプラ

中国電力

JR
下関駅

●

●

下関看護リハビリ
テーション学校 ●

至山の田至唐戸

注意

山の田方面から

の右折は

できません。

至彦島

国道 191 号線

下関リハビリテーション病院

病院
駐車場

駐車場入口

退院支援看護師
唐田 土喜子

退院支援看護師
佐藤 睦子

副院長 兼 医療連携室室長
林 きよみ

← 向かって右から

向かって上段左から →

向かって下段左から →

看護師
松岡 久子

看護師長
西口 紀子

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます

表紙の写真　　 撮影者コメント：ウォーキング学会に向かう途中、朝日がキレイだったので撮影しました！表紙の写真　　 撮影者コメント：ウォーキング学会に向かう途中、朝日がキレイだったので撮影しました！ 2P　院長 新年あいさつ

3P　副院長 兼 連携室長 新年あいさつ

4P　心臓のお話し

5P　家族教室

6P　ヨーロッパ研修

6P　セラピストマネジャー取得

7P 自宅で出来る簡単体操

8P　医療連携室より

8P　アクセス

医療ソーシャルワーカー 係長
 中板 留美

医療ソーシャルワーカー 副主任
山本 愛美

医療ソーシャルワーカー 副主任
上野 純子

医療ソーシャルワーカー
竹田 佳代

医療ソーシャルワーカー
重住 千聖

医療ソーシャルワーカー
恩塚 智光

医療ソーシャルワーカー 副主任
島崎 昇平

患者さんの希望に沿えるよう

にソーシャルワーカーと連携

を図り退院支援していきます

安心して自宅退院できるよう

サポートしていきます。

どんなことにも好奇心をもって

挑戦していきたいです

患者や家族が安心して退院でき

るよう関わっていきたいです。

ガッツ・スピード・パワー !!

報恩謝徳

みんなで笑顔あふれる毎日に

患者様に寄り添える医療ソー

シャルワーカーを目指したい

と思います。

「手には技術 頭には知識 患者様には

愛を」の基本理念のもと、患者様・

ご家族に安心して入院して頂けるよ

う対応していきます。

患者様・ご家族様が安心して

転院できるよう説明・情報収

集を行う

地域の皆様に信頼して

頂ける様、努力して参

ります。

日々を大切にし、患者様・ご家族様

と真摯に向き合っていきます。

朝日（撮影者：看護部  森岡 梨絵）




